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被服を僑成する上から.身体tζ適合したよい

型紙をつくる乙とは最も大切なことで.そのた

めには.まず、各人の体型を把握し、正確な各

部の寸法や、運動による身体の変化状態などを

知る必要がある。

昭和44 *IL.広島文化女子短大生小 ]8~ 

2 0才までの]] 8例を対象にして.型紙作製

上重要なポイントであると思われる肩幅・肩傾

斜角について検討した。つづいて.昭和47年

に広島市およびその周辺に住む25-65才ま

での成人女子543例の測定を行ない、その中

より 25 -29才の58例、40-44才の

9 0例、 55-65才の50例の3年代につい

て、肩幅・肩傾斜角を検討し報告した。

今回は、広島市およびその周辺の 25 ~6 5 

才までの成人男子536例の測定を行ない、そ

の中より 25~2 9才の55例. 40~44 才

の85 例、 55~65 才の 5 0例の3年代につ

いて、 肩幅 -肩傾斜角を検討したので、その結

果について報告する。

第1章測定対象と方法

l 測定対象

被測定者は、広島市およびその周辺に住む成
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人男子で、その年代区分別例数は第 1表のとお

りである。

第1表被測定者の年代別例数

年代区分

例数・百分率 計

25-29 40~44 55-65 

例 数 55 85 50 190 

百分率 29.0 44.7 26.3 100.0 

第2表は被測定者の職業を示したもので、全

体的にみると公務員が87. 4 ~ぢをしめ、 会社員

は 10. 0 勿・商業1. 5~多・無職はl. Uぢである。

次に年代別にみると.25-29才は公務員が

1 0 0 ~ちで.40-44 才は公務員 8 5.9 ~多 ・

会社員14.1 ~ちで、 55-65 才は公務員 76.0

勿・会社員14.0 % ・商業6.0%・無職4.0%

で.高年代ほど公務員が少なくなっている。



第 2表 被損II定者の職業別調査

年 代 区 分
計

職 業 25-29 40-44 55-65 

例数 % 例数 9ち 例数 9ち 例数 ヲち

公 務 員 55 100.0 73 85.9 38 76.0 166 87.4 

~ 社 員 O o 12 14.1 7 14.0 19 10.0 

商 業 。 。 。。 3 6.0 3 1.5 

無 職 。 O O 。 2 4.0 2 1.1 

計 55 100.0 85 100.0 50 100.0 190 100.0 

E 測定期 測定項目 ・測定時の姿勢・測定方法・測定用具

測定は昭和 47年7月3日から 8月5日の聞 は第3表のとおりで、被測定者は下ばきを着用.

K行なった。 頚椎点 ・頚側点(右・左)・ 肩先点(右・左)など

E 測定項目・測定時の姿勢・測定方法・測定 必要部位にしるしづけをし測定した。

用具

第3表 測定項目・測定時の姿勢・測定方法・測定用具

測定項目 測定時の姿勢 測 定 方 法 測定用具

1 右 頚側点右(左)と肩先点右(左)問の長さを
肩 幅 卜一一 立位正常 金属製巻尺
2 左 測る

3 右 角度計を頚側点右(左)と肩先点右(左 )K 人体角度計
肩傾斜角 ト一一 術座位正常 マキノ製
4 左 あて、両肩 を同時fL測る 重量 60 fI 

5背 肩 幅 立位正常
背面tとおいて屑先点右・左聞の体表にそっ た

金属製巻尺長さを測 る

6頚 付根囲 H 頚る椎周点・頚側点(右・左)・ 鎖骨内側上縁を通
径を測る

11 

7身 長 H 床面から頭頂点までの垂直距駿を測る マルチン身長計

8体 重 /〆 体重計

第2章 測定結果および考察 29才が右 ・左とも 14.4 cm、40-44才は

右14.2 cm ・左 14. 1 cm. 5 5 -6 5才は右第4表は肩幅 ・肩傾斜角 ・背肩幅 ・類付根闘

・身長 ・体重の平均値・標準偏差・最大・最小

を示したものである。

まず、平均値Kついてみる と、 肩幅は25-

1 3.8 cm・左13.7 cmで各年代閥、右左聞に大

差はない。右左の巌大 ・最小については、 25-

2 9才が16.2cm. 12.7cm、40-44才は

-38一



ゼ3

1 6.6cm・11.8側、 55-65才は 15.6仰・ cmで. 55 -65才は45.7cm・36.5cmで

1 2.1 crnである。 身長は 25-29才が最も高く 16 6.4cm、

肩傾斜角は 25-29才が右21. 9 0 ・ 左 20.9 ~ 次いで40-44才が16 3. 6 C'm. 5 5 -6 5 

40-44才は右 19.9
0
・左 19. 3~ 5 5 -65 才は 161.0crnで、高年代の身長は低く 、25-

才は子20.2
0
・左 18.7'7:、 3年代とも同肩 29才と 55-65才との差は 5.4cmである。

傾斜角が左K比べて大で、その差は 1.5 -0. 6
0 
最大 ・震小については25 '-2 9才が184.8cm 

である。右左の最大 ・最小については、 25-

2 9才が 32.0
0

・ 12.0':. 4 0 -44才は 32. 

0
0

・11.0". 55-65才は 28.0
0

・12.0。で

ある。

背肩幅は 25-29才が最も広く42.3 cm. 

次が40-44才で41. 6師、 55-65才は

40.8仰で、高年代になるにつれて狭くなに

各年代聞の差は約O.7仰である。 最大・最小に

ついては 25-29才が 46.7cm. 38.0cm 

40-44才は 48.2cm・35.9側、 50-65 

才は 45.5cm'36.7c切である。

類付根因は 25-29才・ 40-44才が

4 1. 1αnで、 55-6 5才が細く 40.7 cmであ

る。最大・最小については 25-29才は 44.

9cm. a 7.6c旬、 40-44才は46.1側、・ 36.2 

• 15 7.2cm 4 0・44才は173.6伽・ 151.8

cm. 5 0 -65才は174.0cm・147. 6cmである。

体重は25-29才が6O. 7 ~、 40-44

才が60. 6~で重し 55-65 才は 5 9.2 ~ 

で軽い。最大 ・最小については 25-29才が

91.0K9' 47.5K9、40-44才は79.0K9・41.2

~. 5 5 -65才は 84.5K!f-43.0K9である。

3年代聞の僧減の有意性の検定を行なった結

果、25 -29才と 40-44才間には肩傾斜

角(右 )・身長K、40-44才と 55-65

才聞には肩幅(右)・身長Kl%水準で有意差

が、また、25-29才と 40-44才間Kは

肩傾斜角 (左)K. 4 0 -4 4才と 55-65 

才聞には背肩幅K5需水準で有意差がみられる。

第4表肩幅・肩傾斜角他の平均値・標準偏差 (cm ) 

年 代 区 分

測定項目 25 - 29 40 - 44 55 - 65 

M SD 震大長小 M SD 厳大 最小 M SD J!量大 履小

1 右 15.6 14.18 0.86 
本意

15.6 12.1 14.37 0.70 12.8 16.6 12.1 13.78 0.8) 
2 肩 幅

正正 14.41 0.88 16.2 12.7 14.11 0.91 16.1 11.8 13.74 0.75 15.1 12.5 

3 右 21.93 4.06 30.0 12.0 199** 1350 32.0 13.0 20.18 3.30 26.0 12.0 
4肩傾斜角
{度 ) 左 20.93 3.99 32.0 13.0 19.33 3.81 30.0 11.0 18.68 399 28.0 12.0 

5背 肩 幅 42.26 1.96 46.7 38.0 41.59 224 48.2 35.9 40.79ネ 2.11 45.5 36.7 

6頚付 線開 41.06 1.74 44.9 37.6 41.05 2.08 46.1 36.2 40.70 2.1 3 45.7 36.5 
*ネ 束中

7身 長 166.43 ~17 18~8 15~2 1 6 3.6 4 5.4 0 1 7 3.6 1 5 1.8 1 6 0.9 6 6.4 9 1 7 4.0 1 4 7.6 

8体 重 (k9) 60.73 7.95 91.0 47.5 60.63 7.92 79.0 41.2 59.16 999 84.5 43.0 

注各年代間培減の有意性の検定 申危険率59ちで有意

本* 危険率 H益で有意
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第 1-1・2図は肩幅(右・左)の分布を示 才では右14.8cm・左 1~ . 8c旬、 40-44 才

したものである。その分布の範囲は、右12.3- は右・左とも 1~.8 師、 55-65 才は有 1 ~ .8 

1 6. 8伺・左11. 8 -1 6.3cmである。 師、・左 1~. 3cmである。

また、最大の分布を示す寸法は、 25-29 

第 1-1図肩幅(右)の分布
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第 1-2図肩幅(左)の分布
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第2ー 1・2図は肩傾斜角(右・左)の分布 大分布を示す角度は 25~2 9才では右・左と

を示したものである。その分布の範囲は右12.5 も2O. 50， 4 0 ~ 4 4才は右18.5。・左20.5。

~3 2.5。・左1O . 5~3 2.5。である。また、最 5 5~ 65才は右22.5。・左は 18.5'。である。

第 2-1図 肩傾斜角(右)の分布
一一一--25 ~29 才
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一一一一一-55~65 才
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第 3-1 ・2図は肩幅と肩傾斜角の分布につ 比して大である。

いて被測定者の約759ぢが分布し ている範囲を 肩傾斜角の分布範囲の 3年代別差は上限 4~

年代別に示したものである。 下限2-(の差である。 25-29才の右は左

肩幅についてみると、右は25-29才が より 4ちたに偏し、伝お他の 2年代より 4吠に編

1 3. 3 -1 5.3 cm. 4 0 -4 4才が12.8- している。

1 5. 3 cm. 5 5 -6 5才が 12. 8 -1 4. 8 cmで

ある。左は 25-29才が 12. 8 -1 5. 8 cm. 

40-44才が 13.3-1 5.3 cm. 5 5 -6 5 

才が12. 8 -1 4. 8 cmである。

肩傾斜角についてみると、右は 25-29才

が2O. 5 -2 8. 5 ~ 4 0 -4 4才と 55-65 

才が同じで 16.5 -2 4.50 である。左は 25

-29才が 16. 5 -2 4. 5': 4 0 -4 4才と

55-65才が同じで 14.5 -2 4.50 である。

肩幅の分布範囲の 3年代別差は上保0.5-

1.0師、下限O.5仰の差である。なお、 25-

2 9才の肩幅(左)の分布範囲は他の2年代に

第 3-1図 肩幅(右 j・肩傾斜角(右 jの分布
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注 8年代別 約75 ~彰の分布範囲 を示す
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第3-2図 肩幅(左 j・扇傾斜角(左)の分布
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注 8年代別 約75需の分布範囲を示す

第 5表は肩幅の差の分布と百分率を示したも

のである。 25~ 29才についてみると右=左

は3.5qも・右>左は49.3%・右<左は47. 2 

%で、 40 ~4 4才の右=左は 7.1%.右>左

は47.0 qも・右く左は45.9%で、 5 5~ 65 

才の右=左は 10.0 qも・右〉左は 52.09も・右

<左は 38.09らである。

次1<:3年代の百分率は右=左は7.4%.右〉

左は 48.4 ~も・右<左は 4 4.2 Sもである。

年代iJljにみると右=左は高年代になるに従い

大になり、右>左は 55-6 5才が大で次いで

25-29才・ 40-44才の!I頁で小である。

右<左は 25~ 29才が大で次いで4O~ 44 

才.5 5-65才のJI頂で小である。

25-2 9才・ 40-44才では右>左と右

-43一

く左がほぼ同じであるが、 55'"':"' 65才では右

>左と右<左の差が 14.0 qもで、右〉左が大で

ある。



第 5表肩幅の差の分布と百分率

年 代 区

差 25-29 40-44 
(cm) 

例数 予ぢ 例数 安彰

1β-1.4 3 5.5 8 9.4 

0.5 -0.9 6 10.9 1 4 16.5 

o -0.4 2 0 36.4 24 28.2 

-0.5 --0.1 1 6 29.0 25 29.4 

-1.0-一0.6 10 18.2 1 2 14.1 

-1.5 --1.1 。 O 2 2.4 

計 55 100.0 8 5 100.0 

注 「差は右ー左」

第4図は肩幅の差の分布を示したもので、最

大分布は0-0.4crnで、次いでー 0.5-ーO.1 

第 4図 肩幅の差の分布
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る。第 6表は肩傾斜角の差の分布と百分率を示し

年代別にみると、右=左は高年代になるに従たものである。 25-29才についてみると、

い大になり、右〉左は25-29才が大で、次右=左は7.3必・右>左は 6O. 1 % .右<左は

いで 55-65才・ 40-44才の順で小であ3 2.6%で、 40-44才の右=左は 10.6% 

る。右<左は40 -44才が大で、次いで 25 -右>左は51.8%.右く左は37.6%で、 5

-2 9才・ 55-65才のJI頂に小である。5-65才の右=左は 18.0%.右>左は54.

0% ・右<左は 28.0%である。

1 1. 6 3年代の百分率をみると、右=左は、

% ・右〉左は 54.7% .右く左は33. 7 ~杉であ

肩傾斜角の差の分布と百分率

年 代 区 分
計

差(度) 25-29 40-44 55-65 

例数 ヲ彰 例数 安ぢ 例数 9ち 例数 9ち

8 2 3.6 3 3.5 4 8.0 9 4.7 

6 7 12.7 1 0 11.8 6 12.0 2 3 12.1 

4 1 2 21.9 1 2 14.1 9 18.0 3 3 17.4 

2 1 2 21.9 1 9 22.4 8 16.0 3 9 20.5 

。 4 7.3 9 10.6 9 18.0 2 2 11.6 

2 8 14.5 1 5 17.6 9 18.0 32 16.9 

ー 4 7 12.7 1 2 14.1 4 8.0 2 3 12.1 

-6 2 3.6 2 2.4 1 2.0 5 2.6 

← 8 1 1.8 3 3.5 。 。 4 2.1 

計 55 100.0 85 100.0 5 0 100.0 190 100.0 

第 6表

である。第 5図は肩傾斜角の差の分布を示したもので

あるe最大分布は2。で、次いで40・-20のJI原

肩傾斜角の差の分布第 5図
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第7表は各測度聞の増減傾向の分散分析の結 いて危険率 1%水準で有意となっている。

果である。これによると、頚付根囲・体重を除

第7表 各測度聞の増減傾向の分散分析

肩 幅 肩傾斜角

変動因 d f 
右 左 右

F F F 

*本 ** キ*年 メ寸』コ 6 5.981 5.176 6.703 

群内(誤差) 529 

全 体 535 

第8一 l表は背肩幅・頚付根囲・身長に対す

る肩幅(右)の示数値の平均値を示したもので

ある。 3年代Kついてみると、対背肩幅は 33.8

-34.1%・対頚付根囲は 33.9-3 5 .0~多・対

身長は 8.6-8.H杉で、 3年代区分聞に大差は

ない。

第8-2表は背肩幅・頚付根囲-身長に対す

る肩傾斜角(右)の示数値の平均値を示したも

のである。対背肩幅は 47.9-5 1. 9 %・対頚

付根囲は 48.5-5 3.Hち・対身長は 12.2-

13.2%である。 8年代についてみると、 25 

-29才が大で、次いで 55-65才・ 40-

4 4才の順である。

第 8-1表

3項目に対する肩幅 (右)の比率(必)

年 代 区 分
測定項目

25-29 40-44 55へ伍

1 背肩幅 34.0 34.1 33.8 

2 頚付根囲 35.0 34.5 33.9 

3 身 長 8.6 8.7 8.6 

左
背肩幅 頚付根囲 身 長 体重

F F F F F 

** *本 本*

3.474 6495 1.876 7.862 1.147 

注 料危険率 Hちで有意

第 8-2表

3項目に対する肩傾斜角(右〕の比率(必)

年 代 区 分
測定項目

25-29 40~44 55~65 

1 背肩幅 51.9 47.9 49.5 

2 頚付根囲 53.4 48.5 49.6 

3 身 長 13.2 12.2 12.5 

第 9-1・2・3表は各項目の相関係数とそ

の有意性の検定結果を示したものである。 ζれ

によると、 3年代ともに肩幅(右)に対して肩

幅(左)両肩幅に対して背肩幅は 0.7以上の非

常に高い相関を示し、両肩幅tζ対して頚付根囲

・身長・体重についてほ 40-44才・ 55-

6 5才は 0.3-O. 5のやや高い相関を示す。な

お肩傾斜角(右)に対して左は O.6~ O. 7の高

い相関を示している。また、肩傾斜角~<:対して

25-29才の身長はーの低い相関を示してい

る。次K背肩幅K対して頚付根囲・体重、頚付

根聞に対して体重、身長に対して体重は 0.5~

0.8の相関で、いずれも危険率 1-5%水準で

有意牲がみられる@
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測定項目

~ I 肩 。亘

:1肩傾斜角
51背肩

61頚 付根

71身

81体

測定項目

11肩 幅
2 

31肩傾斜角
4 

51背肩

61頚付根

71身

81体

測定項目

11肩 幅

31肩傾斜角
4 

51背肩

61頚付根

71身

81体

第 9ー 1表 肩幅・肩傾斜角他の相関係数 (25~29 才 〕

第 9-2表

.775紳

.791 ** 

肩傾斜角

右 左

.037 

085 

661梓

肩傾斜角

注 *危険率 5 ~ちで有意

背肩幅|頚付根回|身長

.723林

.部4料

.046 

.182 

094 

234 

~ 104 

.193 

.525** 

.299* 

336ネ

ー 360**

-.302ネ

.295* 

.188 

体重

.1弼

.352* 

.124 

.099 

.608特

.772材

.501林

(4 0~44 才)

背肩幅 |頚付根囲 |身長 |体 重

.813 ** 

.877料

.210 

.448 ** 

378林

.355 ** 

.035 

261 * 

.638** 

.394 ** 

.314紳

.039 

.045 

.307*ホ

.230者

.370 ** 

371** 

.058 

.184 

.591持

.回7特

.326特

( 5 5 才~6 5才)

背肩幅|頚付棋囲|身長

.852本*

770*水

沼7*

251 

.456 ** 

.241 

.243 

.061 

.647 ** 

.549神

.367 * 
白6

; 120 

.533 ** 

.537キ*

材危険率19ちで有意

体 重

.518 ** 

.297ネ

.出3

τ131 

.645特

.876梓

.628ネネ
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結語

以上の結果を要約すると次のとおりである。

1 肩幅は 13.7-1 4.4cmで高年代ほどや

や小であるが、右左聞には大差がない。

2 肩幅の分布範囲は右 12. 3 -1 6. 8 cm . 

左 11. 8 -1 6.3仰で、右の最大分布は 25-

2 9才が14.8cm、40-44才 ・55-6 5 

才が 13.8 cmで、左は 25局、 29才・ 40-44

才が 13.8cm、55-6 5才が 13.3 cmである。

8 被測定者の約 75%が分布している肩幅

の範囲は右 12.8-15.3cm・左 12.8-15.8

cmで、ある。

4 肩幅の差の最大分布は 0-0.4cm、次い

でー O.5~- O.lcmである。

5 肩幅の差の分布は右=左7.Hぢ・右>左

4 8.4%・右<左 44.2 ~彰で、高年代ほど右ニ

左が大である。

6 肩傾斜角は 18.7-2 1. 9
0
で 25-29

才がやや大である。 8年代ともに右が左fと比し

てやや大である。

7 肩傾斜角の分布範屈は右12.5-3 2.5
0 

・左 10.5~ 3 2.50で、右の最大分布は 25-2

9才が 20.5。、 40-44才が 18.5
0
、 55

-6 5才が22.50で、左は 25-2 9才。 40 

-4 4才が 2O. 50で、 55-6 5才が 18.50で

ある。

8 被測定者の約 75 ~彰が分布している肩傾

斜角の範囲は右 16.5-28.50・左 14.5-

24.5 0である。 25~29才の右は左より 4吠

陀偏し、なお他の 2年代より 4吠に偏している。

9 肩傾斜角の差の最大分布は 2。、次いで

40 ・_20である。

10 肩傾斜角の差の分布は右=左 11. 69ち・

右>左 54. 7 ~あ・右<左 3 3. 7 ~ぢで高年代ほど

右=左が大である。
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11 各測度聞の場減傾向の分散分析の結果に

よると、頚付根囲・体重を除いて危険率 1必水

準で有意である。

12 背肩幅・頚付根閥、身長K対する肩幅(

右)の示数値は、対背肩幅が 34 ~ぢ・対頚付根

囲が 34~35qも ・対身長が 9%である。肩傾

斜角(右)は対背肩幅48 ~ 5 29払対頚付根

回は 49~53 0/0 ・対身長は 12~13~ぢであ 3

ろ。 3年代早をみると肩幅は差がなく 、肩傾斜角

は差がある。

13 相関係数についてみると、 3年代とも肩

幅(右)1[対して左、両肩幅1[対して背肩幅は

O. 7以上で非常K高い相関を示し、両肩幅1[対

して頚付根毘・身長・体重については、 40~

4 4才・ 55~ 65才はやや高い相関を示す。

また、肩傾斜角(右)1[対して左は O. 6~ 0.7 

の高い相関でいずれも危険率 1<""-' 59多水準で有

意である。

今回は成人男子を対象として検討したが、今

後続けて男女の体型の比較などをし、型紙作製

の資料tと役立てたいと恩う。

終りに乙の測定tと際し、協力して下さいまし

た被測定者、また、広島女学院大学短期大学部

の被服研究室員・学生1[厚く御礼申し上げますe

急
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Summary 

One of the most i m por tant things. in mak.ing gar ments i s to have go吋 pa戸rpatterns 

叫lIchare so made as to fi t 01皆、body.1 t i s necessary， therefore， to know accurate 
sizes of parts of the body as鴨 11as om! s b吋Ytype血 da1so the b吋 i1yc凪ngesaccord-

ing to one' s b岨ilyILovements. 

1n 1鎖ヨ9，118 women students of Hiroshima Bunka Women' s Junior Collge ( aged 18-

~) a国 thenin 1972， 543 adult women (昭ed25 -65)地o1ived in Eiroshima city 

and its surr∞nding areas were measured and a specia1 enquiry was made into shou1der 

1ength andぬou1derslope ofもhesubjects油oconsi sted of 58 persons aged 25 -29， 90 

aged 40 -44 and 50 aεed 55 -65 years. 

In the present measurement 536 adult m目前回 measuredand thier shoulder 1ength 

and shou1der slope were examined.τbe number a凶 theages of the subjects chosen 

v.ere 55 per s∞s aged 25 -29 ， 85 aged 40 -44 an:l 50 aged 55 -65 year s • 

The measurement was taken during the period between Ju1y 3， 1972 and August 5 of the 

same year.τhe measurement itemswere shoulder leIlg'th (right aOO 1eft ~ shoulder 

slo戸 (rightand left) ， shou1der width， neck base girth， stature 訂正iweight. The appa-

ratus used for measurement鴨 rea steel tape measure， a bOdy angle gauge (the Makino 

make) ， a Martin height measure and a 鴨 ightgauge. 

The result obtained is briefly surrunarized as follows. 

Shou1der 1ength was 13.7-14.4 c:m and was found to become larger as age increased. 

τhc right shoulder 1ength was dis仕ibutedbetween 12.3-16.8αル τheleft shoulder le碍t.h

was 11.8 --46. 3 cm.τhe range where about 75 qもoft.he subjects were di.stributed was 12.8-

15.3cm(right) and 12. 8--45.8cm Oeft) .τbe difference bet.ween the right and the 1eft 

自h佃 1derlengt.h was distributed lDOst densely at 0 -0. 4cm and this was cOlDlDonly seen 

the left shoulder 1ength showed that right= left was 7.4qも.right> left 48.4 % and 

rightく left44.2 qも.

Shou1der slope was 18.7-21. 9~τhe right shoulder slo戸 wasfound 1arger than the left 

through a11 the age groups. The distribution range of shoulder slope was 12.5-32.5
0 

(right) and 10.5-32.50 (left). The r回 gewhere about 75 ~ち of the subjects冊目 dis-

tributedwas 16.5u-28.50(right) and 14.50-24.500eft). The difference between the 

right and the left sh叩 1derslo~陪 wa s distributed most dense1y at 2
0

for the groups 25-

29皿d40-44 years of age and at 40and-2
0
for the group日-65 year s of age. The 

distribution of the difference bet鴨 enthe right and the 1eft shou1der slope sha鴨 dthat 

right = left was 11. 6 ~弘 right > 1eft 54.7 % and right < 1eft 33.79ち. It was fo旧対 that
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right = left becomes prevalent in the older age groups. 

A dispersive analysis into the tendency of increase and decrease of values among the 

measurement i te m s and the age groups sho慨対 that，except neck base girth and weight， 

the tendency proved significant at 1 ~ぢ. 'lbe ratios of the right shoulder length to 

shoulder wid th. neck base gir th and stature were 34.0% to shoulder wid th， 34.0 -35.0 

% to neck base girth and 8.6 -8.7 % to stat町し

Bet明 enthe right shoulder length and the left and bet~een the right or the left 

shoulder length and shoulder ・width，there could be seen a high correlation of 0.7， 

¥¥hile bet明 enthe r ight or the left油oulderlength and neck base girth， stature or 

weight， there was a reasonably high correlation among the subjects aged 40 -44 and 

日-65 years. Bet明 enthe right shoulder slope and the left， there was a high cor-

relation of 0.6 -O. 7. Those鴨 reall significant at 1-5%. 
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